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機能概要 
常に予想通りのカラー出力結果を得ることは、多く
の企業にとって大きな課題となっています。キャリ
ブレーションがカラー印刷の最も重要な要素である
のはこのためです。すべてのトナーベースのプリン
ト エンジンには、湿気や気温といった環境要因に影
響を受けやすいメカニズムが使用されています。 
これらの環境の変化に左右されずに一貫性のあるカ
ラー再現を確保するためにキャリブレーションは欠
かせません。  
 
Fiery® サーバーには 2種類のキャリブレーション方
法があります。1つは ES-2000（または OEM専用
の X-Rite i1 PRO）分光測色計などの外付けの測定器
を使用する方法と、もう 1つは統合された複写機/ス
キャナーまたは ColorCalを使用する方法です。この
ハウツー ガイドでは ES-2000 を使用したキャリブ
レーションを説明します。 

ゴール 
• Fiery キャリブレーターの環境設定を定義 

する 

• キャリブレーション セットを作成する 

• ジョブベースのキャリブレーションを実行
する 

 

その他のリソース 
その他のソフトウェアダウンロードやトレーニング
リソースについては、Fieryオンラインリソースを参
照してください。 

はじめに 
• Fiery Command WorkStation® 6（またはそ

れ以降）を起動し、Fiery FS350/FS350 Pro
を実行している少なくとも 1つの Fieryサー
バーに接続してください。 

• Command WorkStation にシステム管理者と
してログインします。 

• EFI ES-2000 分光測色計を Command 
WorkStation を実行しているコンピューター
に接続します。 

 

キャリブレーションの環境設定を行うにはシステム管理者として Command WorkStation にログ
インする必要があります。 

キャリブレーションを行うにはオペレーターまたはシステム管理者として Command 

WorkStation にログインする必要があります。 

http://efi.com/resources/fiery-online-resources/
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Fiery キャリブレーターの環境設定を定義する 
1. Fiery Command WorkStationで、サーバー > デバイスセンター > 一般 > ツールを選択します。 

2. キャリブレート セクションで、「環境設定」をクリックします。 

3. 「測定方法」に EFI ES-2000 またはキャリブレーション ページの測定に使用するデバイスを設
定します。 

4. 「パッチレイアウト」を選択します。この演習では、「51未ソートパッチ」を選択します。 

5. 次に「キャリブレーション状況」を設定します。 

a. 「時間制限を設定してジョブセンターに状況を表示する。」チェック ボックスを選択し
ます。これはキャリブレーションの間隔を設定します。また、ジョブで使用する各用紙
ストックの最終キャリブレーションの日時も表示します。 

b. キャリブレーションの間隔を日数または時間数で設定します。 

c. お使いのワークフローの必要に応じて「キャリブレーションが期限切れの場合、印刷を
一時停止する。」チェック ボックスを選択します。この設定はデフォルトでは無効にな
っています。 

 

6. 「保存」をクリックして、キャリブレーターの環境設定を閉じます。 

「プロファイル方法およびパッチレイアウト」の下にあるその他の環境設定オプションは Color 

Profiler Suite ソフトウェア用に用意されており、Fiery Color Profiler Suite ソフトウェアが 

Command WorkStation クライアントにインストールされている場合にのみ使用可能です。 
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キャリブレーション セットを作成する 
1. キャリブレート セクションで「管理」をクリックします。 

2. 「新規作成」をクリックして新しいキャリブレーション セットを作成します。 

3. 既存のキャリブレーション セット (これからキャリブレートする用紙と似ているもの) を選んで
「OK」をクリックします。 

4. キャリブレーション セットに名前を付けるよう促されたら、名前を入力します。 

5. 「推奨用紙」テキスト ボックスにキャリブレートに使用する用紙を入力します。空欄にしても
かまいませんが、入力しておくと今後の用紙の管理に役立ちます。 

6. 「プロパティ」をクリックして「ジョブのプロパティ」を開き、用紙サイズ、用紙重量、コート
の有無など、印刷に必要な用紙のプロパティを指定します。 

a. 「用紙」アイコンをクリックして、ワークフローに適切な「用紙の種類」、 
「用紙重量」、「コート」、「給紙トレイ」、「Paper Catalog」を選択します。 

b. 「イメージ」アイコンをクリックし、キャリブレーション セットに関連するライン/網点
タイプを指定します。それぞれのライン/網点タイプには別々のキャリブレーション セッ
トと出力プロファイルがある必要があります。注: これらのオプションはプリンターによ
って異なります。 

7. 「OK」をクリックして、「ジョブのプロパティ」を閉じます。それから「続行」をクリックし
ます。 
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8. キャリブレーション ページの印刷に使用する「給紙方法」を選択します。 

9. 「測定方法」に EFI ES-2000 または接続している測定器を設定して「続行」をクリックします。 

10. キャリブレーションの環境設定とジョブのプロパティの設定に基づいてキャリブレーション ペ
ージが印刷されます。印刷されたページを取得します。 

 

  
 

11. 画面上の指示に従って ES-2000 のキャリブレーションを行い、パッチ ページを測定します。 

12. 6つのカラーストリップがすべて正常に測定されたら、続行をクリックしてキャリブレーション
結果を確認します。 

13. D-Max 値とターゲット曲線を比較したグラフを表示するには、「測定値の表示」を選択します。
確認が済んだら、OKをクリックして測定ウィンドウを閉じます。 

 

14. D-Max 値を比較したら、新しいキャリブレーション セットと関連付けされる出力プロファイル
を選択します。 

15. 出力プロファイルが選択されている場合は、関連付けされているキャリブレーションが適用され
ます。 

16. 完了したら「OK」をクリックし、「閉じる」をクリックします。 

17. カスタム出力プロファイルの作成についての詳細情報は、ハウツー ガイド「Achieve Accurate 

and Consistent Color with Printer Profiles（プリンタープロファイルによる正確で一貫性のある
カラーの実現）」（www.efi.com/cps）を参照してください。 

チャート上で各カラーをチェックして、各カラーの測定値とターゲットの D-Max 値を比較します。 

視覚的差異が 5% 以上の場合は、プリンターの修理が必要かもしれません。 

http://www.efi.com/cps
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ジョブベースのキャリブレーションを実行する 
1. Command WorkStationのジョブ概要領域には、ジョブに割り当てられた用紙のキャリブレーシ

ョン期限が切れているかどうかが表示されます。時間制限切れのキャリブレーションでジョブを
印刷しようとした場合、ジョブは一時停止の状態で印刷キューに残り、赤くハイライトされます。 

2. ジョブで使用される用紙をキャリブレートするには、待機リストでジョブを選択し、右クリック
してジョブをキャリブレート...を選択します。 

3. 「キャリブレーター」ウィンドウで、「キャリブレート:」オプションからキャリブレートする
用紙を選択します。 

4. 必要な用紙の「給紙方法」を選択します。 

5. 「測定方法」を選択して「続行」をクリックします。 

6. キャリブレーション ページを印刷した後、「OK」をクリックします。 

7. 画面上の指示に従って ES-2000 のキャリブレーションを行い、パッチ ページを測定します。 

8. 6つのカラーストリップがすべて正常に測定されたら、続行をクリックしてキャリブレーション
結果を確認します。 

9. 「印刷テスト」を選択して比較情報のページを印刷することもできます。 
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10. キャリブレーションを完了するには「適用/閉じる」をクリックします。キャリブレーションを
適用してからすぐにジョブを印刷する場合は、「適用/閉じる」をクリックする前に「印刷」 
{ジョブ名]をチェックします。 

11.  D-Max 値とターゲット曲線を比較したグラフを表示するには、「測定値の表示」を選択します。 

 

12. D-Max 値を比較したら、「適用して閉じる」をクリックします。 

13. この後、キャリブレーションが再び時間制限切れになるまで、新しいキャリブレーションが同じ
用紙を使用するすべてのジョブに使用されます。 

チャート上で各カラーをチェックして、各カラーの測定値とターゲットの D-Max 値を比較します。 

視覚的差異が 5% 以上の場合は、プリンターの修理が必要かもしれません。 



 

 

EFI fuels success. 
We develop breakthrough technologies for the manufacturing of signage, packaging,  
textiles, ceramic tiles, and personalized documents, with a wide range of printers,  
inks, digital front ends, and a comprehensive business and production workflow suite  
that transforms and streamlines the entire production process, increasing your  
competitiveness and boosting productivity. Visit www.efi.com or call 650-357-3500 
for more information. 
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